
長野市民病院

１．命のいとおしさを大切に、人間味あふれる医療を提供します
２．医療水準の向上に努め、高度で良質、安全な医療を提供します
３．個人の人権と意思を尊重し、情報の開示、説明と同意を基本とする医療を提供します
４．地域の保健、医療、福祉機関等との機能分担に配慮し、円滑な連携を図ります

長野市民病院
の理念

地域がん診療連携拠点病院 病院機能評価認定病院 臨床研修病院
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平
成
15
年
度
か
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
増
改
築
工

事
が
完
成
し
、
去
る
３
月
23
日
㈰
長
野
市
長
を
は
じ
め

約
70
名
の
ご
来
賓
者
等
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
１
０
０

床
増
床
工
事
竣
工
記
念
式
典
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
無
事
増
改
築
事
業
完
成
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
出

来
た
の
も
、
関
係
す
る
全
て
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
の
賜
物
で
あ
り
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
平

成
７
年
６
月
の
開
院
以
来
、
が
ん
診
療
、
脳
血
管
疾
患

な
ど
を
主
体
と
す
る
急
性
期
疾
患
に
対
し
て
高
度
最
先

端
医
療
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
後
は

長
野
市
北
部
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
一
層
の
役
割
を

果
た
す
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

特
に
が
ん
診
療
に
つ
い
て
は
、
高
性
能
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の

設
置
、
外
来
化
学
療
法
セ
ン
タ
ー
の
拡
充
な
ど
に
よ
り

診
療
体
制
を
整
え
ま
し
た
。
今
後
と
も
「
地
域
が
ん
診

療
連
携
拠
点
病
院
」
と
し
て
が
ん
の
専
門
医
療
の
充
実

に
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
開
院
当
初
か
ら
救
急
告
示
病
院
と
し
て
、
救

急
医
療
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
回
Ｉ
Ｃ
Ｕ
な

ど
の
重
症
病
床
を
集
約
し
、
救
急
科
を
設
置
す
る
こ
と

で
、救
急
外
来
部
門
を
拡
充
し
、ヘ
リ
ポ
ー
ト
の
設
置
、

24
時
間
３
６
５
日
体
制
の
救
急
セ
ン
タ
ー
が
稼
動
開
始

い
た
し
ま
し
た
。
併
せ
て
、
長
野
市
急
病
セ
ン
タ
ー
の

機
能
移
転
を
受
け
、「
長
野
市
民
病
院
・
医
師
会 

急
病

セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
、
長
野
市
医
師
会
と
の
協
働
に
よ

り
初
期
救
急
医
療
も
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

長
野
市
民
病
院
は
今
後
も
地
域
の
医
療
機
関
と
連
携

し
て
市
民
の
皆
様
に
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
高
度
か
つ
安
全
、
良
質
な
医
療
の
実
現
に
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
ま
で
以
上
の
ご
理
解
と
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

増
改
築
事
業
完
成
を
迎
え
て

  平成20年4月から「長寿医療制度」がスタートしました。対象者の方は新しい保険証をご持参の上、受診をお願いいたします。
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〜365日初期救急医療に対応〜

救
急
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン
に
つ
い
て

　平成20年４月１日より、長野市民病院内へ長
野市急病センターの機能が移転し、「長野市民
病院・医師会 急病センター」として稼動を開
始いたしました。
　救急医療は今後ますます繁忙となると思われ
ますが、長野市北部地域の救急医療の拠点とし
て長野市民病院と協力し、初期救急医療の役割
を果たしてまいる所存です。
　なお、市民の皆様方におかれましては、救急
医療の趣旨をご理解いただきながら、体調不良
時には早目にかかりつけ医を受診していただく
等、適正な急病センターの運営にご協力いただ
きますようよろしくお願いいたします。

　

平
成
20
年
2
月
22
日
、
平
成
15
年
度
よ
り
進
め
て
参
り
ま
し
た
増
改
築
事
業
が
完

了
し
た
こ
と
に
伴
い
「
竣
工
引
渡
し
式
」
が
市
民
健
康
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
注
者
の
各
建
築
Ｊ
Ｖ
（
企
業
共
同
体
）
よ
り
発
注
者
代
表
の
長
野
市
役
所
市
民
病

院
課
長
へ
設
計
書
類
等
の
引
渡
し
が
行
わ
れ
、
長
野
市
民
病
院
の
指
定
管
理
者
で
あ

る
竹
前
長
野
市
民
病
院
長
へ
と
引
継
ぎ
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
長
野
市
（
発
注
者
）、

㈱
久
米
設
計
（
設
計
監
理
者
代
表
）、
㈱
北
野
建
設
（
施
工
者
代
表
）
そ
れ
ぞ
れ
の

代
表
出
席
者
の
方
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

竣
工
引
渡
し
式

長野市医師会会長　高橋　俊博

　急病センター
　機能移転について

　

４
月
か
ら
長
野
赤
十
字
病
院
内
に
あ
っ

た
長
野
市
急
病
セ
ン
タ
ー
の
機
能
が
移
転

し
、「
長
野
市
民
病
院
・
医
師
会　

急
病

セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
、
長
野
市
医
師
会
と

の
協
働
に
よ
り
初
期
救
急
医
療
を
行
う
こ

と
と
な
り
、
文
字
通
り
長
野
市
北
部
地
域

を
中
心
と
す
る
救
急
医
療
の
拠
点
と
し
て

の
役
割
を
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
、
防
災
ヘ

リ
、
県
警
ヘ
リ
に
よ
る
患
者
搬
送
の
受
入

及
び
転
院
搬
送
依
頼
の
運
用
も
可
能
と
な

り
ま
し
た
の
で
、
今
後
広
域
災
害
時
に
も

対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｌ
Ｓ
（
医
療
従
事
者
の

た
め
の
蘇
生
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
）
な

ど
の
勉
強
会
を
積
極
的
に
行
い
、
病
院
全

体
と
し
て
救
急
医
療
に
関
わ
る
ス
タ
ッ
フ

の
教
育
強
化
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。今
後
、

急
性
期
医
療
を
担
う
地
域
の
中
核
病
院
と

し
て
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
救
急
医
療
体
制
の

充
実
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。長野市民病院・医師会  急病センター

　診療時間（365日）
　内科・小児科系 午後７時〜翌朝６時
　外科系 午後７時〜午後11時
　TEL 026-295-1291
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去
る
２
月
16
日
㈯
Ｔ
Ｈ
Ｅ　

Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｈ

Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｎ　

Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
長
野
ホ

テ
ル
犀
北
館
）
に
て
、
第
５
回
長
野
市
民

病
院
市
民
健
康
講
座
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
平
成
19
年
１
月
に
地
域
が
ん

診
療
連
携
拠
点
病
院
の
指
定
を
受
け
て
か

ら
３
度
目
と
な
る
開
催
で
、「
肝
臓
が
ん

の
治
療
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
会

を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
２
７
５
名
の

方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
、「
肝
が
ん
に
な
ら
な
い

た
め
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
」
と
題
し
て
、
信
州
大
学

医
学
部
内
科
学
・
消
化
器
内
科
教
授　

田

中
榮
司
先
生
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
内

科
的
な
立
場
よ
り
、
肝
炎
の
診
断
、
治
療

法
の
選
択
、
肝
臓
に
良
い
食
事
な
ど
に
つ

い
て
分
か
り
や
す
い
ス
ラ
イ
ド
資
料
と
と

も
に
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
な
お
、

肝
が
ん
を
早
く
見
つ
け
る
に
は
定
期
的
な

検
査
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
に

な
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、「
肝
臓
が
ん
の
治
療
に

つ
い
て　

外
科
の
立
場
か
ら
」と
題
し
て
、

日
本
赤
十
字
社
医
療
セ
ン
タ
ー
院
長　

幕

内
雅
敏
先
生
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
主

な
治
療
法
と
し
て
は
肝
切
除
、
肝
移
植
が

あ
り
、
安
全
性
、
根
治
性
の
面
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
長
所
・
短
所
に
つ
い
て
、
大
変
分

か
り
や
す
い
ご
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
な
お
、
肝
が
ん
は
特
に
再
発
率
が
高

い
の
で
最
初
の
治
療
法
の
選
択
が
重
要
に

な
る
の
で
、
医
療
機
関
の
選
択
や
担
当
医

第
５
回 

長
野
市
民
病
院  

市
民
健
康
講
座

と
の
十
分
な
相
談
が
重
要
で
あ
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

当
日
会
場
で
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
次
回
の
講
演
内
容
に

つ
い
て
多
数
の
ご
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
後
も
こ
の
市
民
健
康
講
座
を
継
続

し
、
地
域
の
皆
さ
ま
へ
保
健
医
療
に
関
す

る
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
が

ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
と
し
て
の
責
務
を

果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

第2回 病院祭開催のご案内
　平成20年５月31日㈯に開催します。
　健康増進・疾病予防に役立つイベントや地域のお子さんなどによる楽
しい企画をご用意しております。
　普段見ることができない医療機器の見学や様々な体験ができますので、ぜひ気軽
にご来院ください！

時間　10：00〜15：00　　場所　長野市民病院　　　
催し
第６回市民健康講座
11：00〜12：00　（１Ｆ 情報ラウンジ）
　講演会　「皮膚がんについて」長野市民病院　皮膚科統轄科長　斉木 實

各種イベント
★和太鼓、柳原小学校合唱部による合唱、チアダンス
★模擬店（焼きそば等）　　★キッズコーナー
★各種体験コーナー（AED、介護、顕微鏡観察、車イス、妊婦・高齢者疑似、手洗いチェック等）
★検査、レントゲン装置等の施設見学ツアー　
★肩こり・腰痛ストレッチ　　★骨密度測定、ＡＢＩ（動脈硬化度）測定
★就職相談（看護師）　　★ボランティアによるバザー　　★高規格救急車の一般公開

特別ゲスト：オスマン・サンコン氏（介護ヘルパー2級資格あり）
★11：00〜12：00　「未来のお医者さん・看護師さん集まれ」
　　　　　　　　　（小中高の学生及びその保護者）
★13：00〜14：00　オスマン・サンコン氏による講演会（一般対象）
★14：00〜14：30　チャリティーオークション
★14：30〜15：00　オスマン・サンコン氏によるサイン会

（講師：田中先生）

（講師：幕内先生）

入場無料
申込不要
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１．当院看護部の特徴
　●７：１看護配置基準
　　患者様に手厚い看護と働きやすい環境をめざします
　●充実した教育研修
　　院内外の研修・研究会等計画的に参加できます
　●プリセプターシップを採用
　●専門性も高められます
　　認定看護師が５名在籍しています
２．求人内容　※随時、受付しています
　●正看護師（正規職員）
　　交替制勤務可能な方（60歳未満）
　●正看護師（非正規職員）
　　交替制勤務ができない方、パート勤務希望の方も歓迎
３．勤務・福利厚生等（正規職員）
　●勤務形態：変則３交替制（勤務帯は以下のとおり）
　　8：30-17：15、12：15-21：00、20：45-8：45
　●寮完備。託児所有（24時迄託児可能、全職員利用可）
　●育児休暇３年迄取得可
　●社会保険：健康保険、厚生年金、雇用保険、労災保険
4．看護師就職説明会のご案内
　●日程：5月18日㈰、5月31日㈯、6月21日㈯、7月13日㈰
　●時間：9時開始 
　●場所： 5月18日、31日、6月21日はホテルメトロポリタン

で説明会後、病院へ移動し院内見学（7月13日は未定）
　　※事前に下記宛にお電話でご予約願います。
　　026−295−1199（看護部：内線3204）

１．求人内容　※随時、受付しています
　●救急医（数名：専従・兼任）
　●内科医（消化器科、循環器科、呼吸器科、腎臓内科等）
　●外科医（消化器外科、呼吸器外科・乳腺外科等）　●腫瘍内科医
　●小児科医（女性医師のフレキシブルな勤務歓迎します）
　●放射線治療医　●緩和ケアに興味がある医師　●健診医　　
　●整形外科医　　●婦人科医　●総合診療医　●麻酔科医
　●脳卒中に興味のある医師（SCU開設につき）　●脳神経外科医
　●女性専門外来担当医（パート勤務可）　●後期研修医：数名
　●詳細および上記以外の診療科についてはお電話にてお問合せください。
２．勤務・福利厚生等
　●勤務条件：基本的に当院の規程によりますが、年齢、経験に応じて、
　　勤務形態や待遇を考慮します。（パート勤務歓迎）
　●休日：土日祝、年末年始休暇、リフレッシュ休暇有
　●認定医、専門医等取得の指導・支援体制も整っています。
　●学会等にも計画的に参加できます。　
　●託児所有（24時迄託児可能）

　限られた時間でも勤務を続けていれば、
本格的に復帰したい時の不安も軽くなりま
す。当院では、子育て中のお母さん看護師

（６時間パート）や自分のキャリアプランを
持って働いている日勤看護師（8時間勤務）
等が外来や病棟の各職場で活躍していま
す。今すぐの復帰でなくても、今後の参考
にお気軽にご参加ください。
　全５日間のプログラムとなります。
　H20年度の日程は、当院ホームページを
ご覧ください。
　参加の申込や勤務のご相談は長野市民病
院看護部へお気軽にお問合せください。

（内線3204）

看護師免許をお持ちの在宅の方、
キャリアを続けませんか？

『看護師再就職支援セミナー』

医 師・看 護 師 募 集 案 内

随時見学可能です。
見学や応募等、どうぞお気軽にお問合せください。
〒381-8551　長野市富竹1333-1
　TEL：026−295−1199
ホームページ：
　http://www.hospital.nagano.nagano.jp
総務人事課人事担当（内線4400）
E-Mail：career@hospital.nagano.nagano.jp

医学生修学資金貸与制度等の
開始について

　長野市民病院では、医師の確保と
定着を図るため、医師資金貸与制度
を設けました。
◆修学資金

（対象）原則として医師免許を取得し
た年の4月から医師（初期研修医）
として市民病院に勤務しようとす
る意思のある医学生。

（金額）月額22万円
◆研究資金　　

（対象）医師免許取得後３～５年目ま
でのいわゆる後期研修医のうち、
市民病院に２年以上勤務しようと
する意思のある者

（金額）2年以上勤務見込200万円、3
年以上勤務見込300万円

※両資金とも返済免除規定あり。
詳細はお電話にてお問合せください。

医師修学生募集

看護師募集

医師募集
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日
本
で
呼
吸
器
外
科
が
始
ま
っ
た
の

は
、
有
効
な
薬
剤
が
な
く
不
治
の
病
と
い

わ
れ
た
肺
結
核
に
対
し
て
、
今
で
は
想
像

を
絶
す
る
手
術
が
行
わ
れ
た
昭
和
10
年
代

で
す
。
現
在
で
は
、
肺
が
ん
手
術
が
主
体

と
な
り
、
病
院
の
実
力
も
そ
の
手
術
数
や

治
療
成
績

で
評
価
さ

れ
る
よ
う

に
な
り
ま

し
た
。

　

呼
吸
器

と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
主
に
肺
を
指
し

ま
す
。
胸
の
中
に
心
臓
を
取
り
囲
む
よ
う

に
左
右
の
肺
が
あ
り
、
右
は
上
、
中
、
下

葉
の
３
つ
の
肺
葉
に
、
左
は
上
、
下
葉
の

２
つ
の
肺
葉
に
分
か
れ
、
肺
が
ん
の
手
術

で
は
が
ん
の
あ
る
肺
葉
を
切
除
し
、
決
め

ら
れ
た
範
囲
の
リ
ン
パ
節
を
取
り
ま
す（
リ

ン
パ
節
郭
清
と
い
い
ま
す
）。
肺
を
切
除

す
る
と
呼
吸
が
辛
く
な
る
よ
う
な
イ
メ
ー

ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
肺
葉
を
一
つ
切
除
し

て
も
日
常
生
活
に
は
ほ
と
ん
ど
支
障
を
来

さ
ず
、
手
術
前
と
ほ
ぼ
同
様
の
生
活
が
で

き
ま
す
。

　

肺
を
切
除
す
る
た
め
に
は
胸
を
開
け
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
を
開
胸
と
い
い
ま

す
。
標
準
的
な
開
胸
方
法
は
、
肩
甲
骨
の

背
中
側
か
ら
乳
頭
近
く
ま
で
切
り
、
肋
骨

も
切
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
手
術
創
が
大

き
い
だ
け
で
な
く
、
痛
み
や
し
び
れ
が
久

し
く
続
き
、
筋
肉
の
損
傷
に
よ
る
筋
力
低

下
も
生
じ
ま
す
。

　

肺
が
ん
は
高
齢
者
や
喫
煙
者
に
多
い
の

が
特
徴
で
す
。
肺
が
ん
の
大
き
さ
、位
置
、

喫
煙
な
ど
に
よ
る
呼
吸
機
能
の
低
下
な
ど

に
よ
っ
て
、
開
胸
や
手
術
の
方
法
は
変
わ

り
ま
す
が
、
最
近
で
は
胸
腔
鏡
を
用
い
て

筋
肉
の
切
る
範
囲
を
減
ら
し
、
肋
骨
を
切

ら
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
、
身
体
へ
の
負

担
を
少
し

で
も
和
ら

げ
る
よ
う

心
が
け
て

い
ま
す
。

ま
た
、
麻

酔
科
の
協
力
で
手
術
後
の
痛
み
を
軽
減
し

て
早
期
離
床
お
よ
び
退
院
を
図
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
結
果
、
開
院
し
た
10
年
程
前
の

手
術
後
の
平
均
入
院
期
間
は
約
3
週
で
し

た
が
、
最
近
で
は
10
日
程
に
短
縮
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
日
本
人
が
肺
が
ん
に
罹
患
す
る

数
は
増
え
る
一
方
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
呼
吸
器
内
科
や
放
射
線
科
、
麻
酔
科

と
密
接
な
関
係
を
保
ち
、
治
癒
（
根
治
性
）

を
求
め
、
加
え
て
患
者
さ
ん
に
優
し
い
手

術
が
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

平
成
20
年
3
月
よ
り

  

リ
ン
パ
浮
腫
外
来
を
開
設
し
ま
し
た

呼
吸
器
外
科
統
轄
科
長
　

西
村
秀
紀

呼
吸
器
外
科
で
扱
う
疾
患

　

リ
ン
パ
浮
腫
と
は
、
主
に
が
ん
の
リ
ン

パ
節
転
移
や
多
く
は
乳
が
ん
や
子
宮
が
ん
、

前
立
腺
が
ん
な
ど
の
手
術
や
放
射
線
治
療

後
に
リ
ン
パ
液
の
流
れ
が
滞
る
こ
と
で
手

や
脚
な
ど
に
起
こ
る
浮
腫
を
言
い
ま
す
。

一
旦
発
症
す
る
と
治
り
に
く
い
こ
と
や
蜂

窩
織
炎
な
ど
の
合
併
症
が
起
こ
り
や
す
く

な
る
為
、
複
合
的
理
学
療
法（
ス
キ
ン
ケ

ア
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
や
包
帯

で
の
圧
迫
・
適
度
な
運
動
）と
い
う
治
療
を

行
い
な
が
ら
、
上
手
く
つ
き
合
っ
て
い
く

こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の

治
療
は
保
険
適
応
外
の
為
自
費
と
な
り
ま

す
が
、
平
成
20
年
4
月
か
ら
は
、
ス
ト
ッ

緩
和
ケ
ア
認
定
看
護
師 

リ
ン
パ
浮
腫
治
療
セ
ラ
ピ
ス
ト
　
下
谷 

由
紀
子

　長野市民病院では、看護週間にちなんで下記の
とおりイベントを開催いたします。皆様お気軽に
ご参加ください！！

　開催期間：平成20年5月12日㈪〜 15日㈭

＜午前の部＞（期間中毎日9：00〜11：30）
　場所：エントランスホール（予定）
　内容：看護に関する相談
　　　　各種測定（体重測定、体脂肪測定、
　　　　　　　　　動脈硬化測定、腹囲測定）
＜午後の部＞（期間中毎日13：00〜15：00）
　場所：エントランスホール（予定）
　内容：当院看護師による下記内容の実演･実技
　　12日㈪　メタボリクシンドロームについて（予定）
　　13日㈫　ＡＥＤ（自動体外式徐細動器）
　　14日㈬　ＡＥＤ（自動体外式徐細動器）
　　15日㈭　メタボリクシンドロームについて（予定）

看護週間

イベントのご案内

キ
ン
グ
な
ど
の
弾
性
圧
迫
衣
が
療
養
費
と

し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
僅
か
で

す
が
リ
ン
パ
浮
腫
で
お
悩
み
の
患
者
様
の

負
担
が
軽
減
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
来
て

い
ま
す
。
リ
ン
パ
浮
腫
外
来
は
一
人
当
た

り
60
～
90
分
間
の
時
間
を
設
け
、
患
者
様

ひ
と
り
ひ
と
り
に
合
っ
た
、
オ
ー
ダ
ー
メ

イ
ド
の
リ
ン

パ
浮
腫
と
の

つ
き
合
い
方

を
見
つ
け
て

い
く
支
援
を

目
指
し
て
い

ま
す
。
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清水内科クリニック 院長　清水武彦　医師 
（長野市大字若槻東条1152-2）

登登登

録録録

医

紹

介

医

紹

介

医

紹

介

No.15

　

登
録
医
制
度
に
よ
る
地
域
医
療
連
携
シ
ス
テ
ム
が
平
成
15
年
４
月
に
ス
タ
ー
ト
し

て
か
ら
市
民
病
院
へ
紹
介
い
た
だ
い
た
り
、
市
民
病
院
か
ら
地
域
の
診
療
所
に
逆
紹

介
し
た
り
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
登
録
医
の
一
覧
が
玄
関
に
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
下
さ
い
。
こ

の
欄
で
は
、日
頃
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
登
録
医
の
医
師
を
順
次
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　院長の清水先生は中野市のご出身で、新潟大学医
学部をご卒業され、山梨の病院での２年間の研修後、
長野中央病院、北海道の勤医協中央病院、札幌医科
大学病院、国立がんセンター中央病院などで研修さ
れました。その後、長野中央病院での約11年間の勤
務を経て、平成９年６月から開業されておられます。
　親戚に医師が多く、小さい頃より医療と身近に接
する機会が多く、学会の話など興味を持って聞かれ
ていたそうです。また、祖母が中学生の時に脳卒中
で入院しており闘病生活を目の当たりにして、
何とか病気で不幸な状況におかれている人達を
救いたいという気持ちが医師を志したきっかけ
だそうです。
　趣味は、読書（時代小説）、スポーツ観戦（特
に野球観戦）などで、時間に余裕が出来たら東
京ドーム観戦もしたいとおっしゃっていました。
　医師になって良かったことは、命を預かり責
任が大きく厳しい職業であるが、患者さんから感謝していただけることが１番の
喜びだそうです。また、在宅の往診も状態により受診できない人も多いので、可
能な限り携わっていきたいとおっしゃっていました。なお、開業医は特に機動力
が大事であり、実際の現場を見て患者さんの生の姿を見ることが重要だと強調さ
れました。
　市民病院に望むことは、可能な範囲で重傷度、患者さんの希望を考慮していた
だき開業医が入院をお願いした場合にご協力をお願いしたいとのことでした。
　病診連携という仕組みの中で信頼関係を大事にし、また、市民病院で開催され
る登録医が参加出来る勉強会にも沢山出席していきたいと意欲的に語られました。

入
院
が
長
く
な
っ
た
り
す
る
と
た
ま

に
は
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
で
も
食
べ

た
く
な
り
ま
す
。
ラ
ウ
ン
ジ
で
食
べ
て
少

し
残
っ
た
汁
と
麺
を
ど
こ
に
捨
て
た
ら
い

い
の
か
迷
い
ま
し
た
。
お
見
舞
い
の
方
々

も
残
し
た
汁
物
の
処
理
に
お
困
り
の
方
が

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
お
弁
当

の
残
り
等
は
当
然
持
ち
帰
る
べ
き
で
し
ょ

う
が
、
汁
物
は
持
ち
帰
り
が
難
し
い
と
思

い
ま
す
。

▪
回
答　

病
棟
ラ
ウ
ン
ジ
の
給
湯
コ
ー
ナ

ー
流
し
台
に
、
残
食
等
を
捨
て
る
「
水
切

り
三
角
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
置
し
ま
し
た
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
南
館
病
棟
に
つ
き

ま
し
て
は
、
流
し
台
に
専
用
受
が
あ
り
ま

す
の
で
、
そ
の
ま
ま
お
捨
て
く
だ
さ
い
。

給
湯
コ
ー
ナ
ー
に
「
痰
」
を
捨
て
る
方
が

　

市
民
病
院
で
は
、
開
院

以
来
、
外
来
・
入
院
の
患

者
さ
ま
、
お
見
舞
い
等
の

皆
さ
ま
か
ら
様
々
な
ご
意

見
ご
要
望
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

毎
月
、
貴
重
な
意
見
を

集
約
し
て
職
員
に
回
覧
。

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
改

善
、
検
討
を
加
え
て
お
り

ま
す
。
最
近
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
も
の
の
中
か
ら
選

ん
で
紹
介
し
ま
す
。
今
後
と
も
叱
咤
激
励

を
お
願
い
し
ま
す
。

みなさまの声みなさまの声みなさまの声

い
ま
す
が
、
衛
生
上
の
問
題
と
他
の
利
用

者
の
方
の
不
快
と
な
る
た
め
ご
遠
慮
願
い

ま
す
。精

神
科
を
開
設
し
て
ほ
し
い
。

▪
回
答　

現
在
の
と
こ
ろ
、
精
神
科
を
開

設
す
る
予
定
や
計
画
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

ま
た
現
実
的
な
面
で
は
、
病
棟
等
の
設
備

面
か
ら
も
難
し
く
、
ま
た
精
神
科
医
の
確

保
も
非
常
に
困
難
な
状
況
で
す
の
で
ご
理

解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。手

術
の
付
き
添
い
で
来
院
し
ま
し
た

が
、家
族
部
屋
が
１
つ
し
か
な
く
、

手
術
中
に
待
っ
て
い
る
と
き
、
他
の
家
族

の
方
も
い
て
、
狭
く
て
大
変
で
し
た
。
も

っ
と
家
族
部
屋
が
あ
る
と
あ
り
が
た
い
で

す
。

▪
回
答　

ご
不
便
を
お
か
け
し
て
お
り
ま

す
。
家
族
室
（
畳
部
屋
）
は
ご
指
摘
の
と

お
り
広
く
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
他
に
お
待

ち
い
た
だ
け
る
場
所
と
し
ま
し
て
は
、
病

棟
内
に
ラ
ウ
ン
ジ
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た

手
術
室
の
隣
に
は
ご
家
族
の
控
室
が
ご
ざ

い
ま
す
併
せ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
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た
し
ま
し
た
。
昨
年
12
月
に
新
し
い
救
急

セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、
４
月
か
ら
長
野
赤

十
字
病
院
内
に
あ
っ
た
長
野
市
急
病
セ
ン

タ
ー
の
機
能
が
移
転
さ
れ
、「
長
野
市
民

病
院
・
医
師
会　

急
病
セ
ン
タ
ー
」
と
し

て
、
長
野
市
医
師
会
と
の
協
働
に
よ
り
初

期
救
急
医
療
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
、防
災
ヘ
リ
、

県
警
ヘ
リ
に
よ
る
患
者
搬
送
の
受
入
及
び

転
院
搬
送
依
頼
の
運
用
も
可
能
と
な
り
、

文
字
通
り
長
野
市
北
部
地
域
を
中
心
と
す

る
救
急
医
療
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
担

う
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
４
月

か
ら
は
救
急
専
任
医
師
を
１
人
確
保
で
き

ま
し
た
が
、
救
急
医
療
業
務
は
今
後
ま
す

ま
す
繁
忙
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

医
師
会
員
の
皆
様
に
さ
ら
な
る
ご
協
力
を

求
め
ま
し
た
。

  

Ｃ
Ｐ
Ｃ
の
開
催

　

去
る
3
月
10
日
㈪
夜
に
第
5
回
Ｃ
Ｐ
Ｃ

（
臨
床
病
理
検
討
会
）
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
Ｃ
Ｐ
Ｃ
と
は
ご
家
族
の
ご
理
解
に

よ
り
、
死
後
解
剖
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

症
例
に
つ
い
て
、
病
院
で
行
わ
れ
る
、
複

数
の
臨
床
科
と
病
理
医
や
検
査
医
が
合
同

で
行
う
討
論
形
式
の
症
例
検
討
会
で
あ
り

Clinico-pathological  conference

の

略
で
す
。こ
の
会
に
は
医
師
だ
け
で
な
く
、

検
査
技
師
、
放
射
線
技
師
、
薬
剤
師
な
ど

も
参
加
し
ま
す
。
ま
た
、
開
放
型
病
院
で

あ
る
当
院
の
趣
旨
に
ご
理
解
、
ご
賛
同
い

た
だ
い
て
い
る
地
域
の
先
生
方（
登
録
医
）

に
も
ご
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

Ｃ
Ｐ
Ｃ
で
は
主
に
普
段
の
検
査
や
画
像

で
は
分
か
ら
な
い
希
少
な
症
例
に
つ
い
て

取
り
扱
う
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
今
回

は「
胃
が
ん
術
後
に
電
撃
的
な
経
過
を
と
っ

た
症
例
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
外
科
沖
田

医
師
よ
り
症
例
提
示
が
な
さ
れ
、
臨
床
病

理
科
保
坂
医
師
が
病
理
医
の
見
地
よ
り
発

表
を
行
い
ま
し
た
。
外
部
の
医
療
機
関
か

ら
ご
参
加
い
た
だ
い
た
先
生
を
含
め
、
約

40
名
程
の
出
席
者
に
よ
り
活
発
な
討
論
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

  

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　

平
成
20
年
1
月
17
日
㈭
、
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
ホ
ー
ル
に
て
、「
彩
の
会
」
の
メ
ン
バ
ー

の
皆
さ
ん
に
よ
り
「
新
春  

琴
・
三
弦
コ

ン
サ
ー
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
曲
目

は
夕
影
の
島
、
三
弦
独
奏
曲
、
雪
の
花
、

舞
踏
組
曲
よ
り
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

優
し
く
美
し
い
琴
の
音
色
に
、
お
集
ま
り

い
た
だ
い
た
約
50
名
程
の
患
者
さ
ん
も

う
っ
と
り
と
耳
を
傾
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

『
医
療
連
携
の
つ
ど
い
』

　

去
る
２
月
12
日
㈫
に
「
平
成
19
年
度
長

野
市
医
師
会
・
医
療
連
携
の
つ
ど
い
・
顔

の
見
え
る
連
携
を
め
ざ
し
て
」
が
メ
ル
パ

ル
ク
長
野
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
員

間
の
連
携
強
化
に
向
け
て
、
開
業
医
や
勤

務
医
ら
約
２
０
０
名
が
集
ま
り
、
市
内
の

基
幹
病
院
９
施
設
が
自
院
の
特
徴
を
説
明

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
院
は
宗
像
康
博
副
院
長
が
「
長
野
市

民
病
院
の
救
急
体
制
」
に
つ
い
て
発
表
い

　

平
成
19
年
度
に
、
市
民
の
皆
様
や
団

体
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
ご

寄
付
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご

寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
物
品
は
、
大
切

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

貴
重
な
ご
寄
付
を

 

あ
り
が
と
う

  

ご
ざ
い
ま
し
た
！



長野市民病院へのお問い合わせ
〒381－8551　長野市富竹1333－1
TEL 026－295－1199　　FAX 026－295－1148
長野市民病院・医師会 急病センター
TEL 026－295－1291
ホームページ http://www.hospital.nagano.nagano.jp/

財団法人　長野市保健医療公社

長野市民病院
■発行人：竹

たけまえ

前紀
と し き

樹
■編　集：長野市民病院
　　　　　　広報誌編集委員会

整形外科外来について、医師に欠員が生じたため、毎週金曜日は原則として予約の患者さまおよび紹介状をお持ちの患者さまのみの診療となっておりますのでご協力をお願いします。

医
師
人
事
異
動

外 来 診 療 担 当 日 一 覧
平成20年4月1日現在

外来診療担当表は、4月1日現在で作成されております。担当医師が変更
となっている場合もございますので、お問合せください。

長野市民病院
○印は初診担当です

＊
退
職　

3
月
31
日
付　

　
　

整
形
外
科
科
長　
　

竹
山　

和
昭

　
　

外
科
科
長　
　
　
　

草
間　

啓

　
　

泌
尿
器
科
医
長　
　

中
沢　

昌
樹

　
　

麻
酔
科
医
師　
　
　

丸
山　

一
仁

　
　

消
化
器
科
医
師　
　

須
藤　

桃
子

　
　

循
環
器
科
医
師　
　

阿
部　

直
之

　
　＊

新
任　

4
月
１
日
付

　
　

救
急
科
科
長　
　
　

坂
口　

治

　
　

外
科
科
長　
　
　
　

林　
　

賢

　
　

外
科
科
長　
　
　
　

高
田　

学

　
　

外
科
医
長　
　
　
　

田
上　

創
一

　
　

外
科
医
師　
　
　
　

岡
田　

正
夫

　
　

消
化
器
科
医
長　
　

須
澤　

兼
一

　
　

循
環
器
科
医
師　
　

南
澤　

綾
子

　
　

放
射
線
科
医
師　
　

宮
﨑　

純
子

　
　

泌
尿
器
科
医
師　
　

中
藤　

亮

お
近
く
の
開
業
医
に
よ
る
“
か
か
り
つ
け
医
”
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
市
民
病
院
へ
初
診
で
来
院
さ
れ
る
場
合
、
紹
介
状
を
お
持
ち
い
た
だ
け
れ
ば
待
ち
時
間
短
縮
に
つ
な
が
り
ま
す
。


